
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あしたに向かって ～行くのが楽しくなる学校～ 

【６年生 高美が丘の風・参観日】 

夏休みが明け、高美が丘の風の練習が再始動しました。休憩時間には、各楽器の音色やソロパ

ートの歌声が響いています。 

この「高美が丘の風」を創られた灰山先生から、開校当初の様子や楽曲が創られた経緯を聞

かせていただきました。子供たちは終始興味津々な様子で、食い入るように話を聞いていました。 

灰山先生によると、３２代目となる今年の６年生のはつらつとした感じや音楽が好きな様子が、

当時の６年生によく似ているそうです。高美が丘小の歴史にも触れたことで、さらに練習に熱が入

っています。今年はどんな発表になるのか、どうぞお楽しみに！ 

和語・漢語・外来語を組み合わせて、複合語を作る活動に取り組みました。「この言葉ならありそ

う。」「できそうだけど、どうかな？」などと友だちと話し合ったり、進んで学習に参加したりする姿を

見ていただきました。 

また、参観授業の前に、夏祭りで披露する予定だった３曲を演奏しました。多くの保護者の方に

参観していただき、子供たちの励みになったと思います。ありがとうございました。 

３４年前の運動場には、 

ブルドーザーが入っていた！ 

高美が丘小には、様々な地域から 

児童が集まっていた！ 

「みんなの気持ちを一つにしたい」 

という思いから楽曲ができた！ 


